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第 1章 問題と目的 

友人との心理的距離感のとり方は現代青年の交友関係において重要な側面の 1 つを担って

おり，その特徴として心理的距離を大きくとる一方で同調性の強い交友関係を築く傾向がある

ことが指摘されている（上野・上瀬・松井・福富，1994；岩永，1991）。その原因として対人

葛藤が挙げられ，藤井（2001）は，「近づきたい―近づきすぎたくない（以下，接近と略記）」，

「離れたい―離れすぎたくない（以下，分離と略記）」といった葛藤は心理的距離の模索段階に

おける混乱期の特徴を表しているのではないかと指摘しており，本研究ではこの葛藤を“対人

葛藤への認知傾向”と位置づける。加えて，対人葛藤方略を“対人葛藤状況において，葛藤解決

を目的とし，方略行使者が葛藤相手に対して何らかの影響力を行使しようとした行動（加藤，

2003）”と定義する。 

対人葛藤の生じている状態は，精神的健康状態に負の影響を及ぼす状態といえる。困難な状

況に対し，どのように適応し乗り越えるかはレジリエンスと定義され，困難な状況において苦

痛を感じながらも，その後の適応的な回復に導く心理的特性および能力とレジリエンスの状態

に結びつきやすい心理的特性として精神的回復力が挙げられる（小塩・中谷・金子・長峰，2002）。 

ACTでは，不合理な行動を強化する要因として，体験の回避という概念に注目しており，そ

れを打破する方略として Creative Hopelessness（以下，CHと略記）が挙げられる。本研究で

は， CHに着目し，対人場面に体験の回避と CHを適用した場合，対人場面において自身にと

って苦痛であり不快になると予想される記憶，思考，感情，身体感覚との接触を避け，それら

をコントロールしよう行動する（Hayes, Wilson, Gifford, Follette, & Strosahl，1996；Hayes 

SC, Strosahl KD，Wilson KG，2012 武藤・三田村・大月訳 2014；熊野，2012）体験の回避

スタイルと，“不快な思考や感情を低減できれば問題は解決し，より良い人生が送れるだろう

（Flaxman, Blackledge, & Bond, 2011 酒井・増田・木下・武藤訳 2014，p.59）”という考え

方を非機能的と判断し別の方略を模索する CH的スタイルの 2つが考えられる。 

現代青年の友人関係において，その関係を維持したいと考える同性の友人との対人葛藤場面

の文脈において性別，学年，葛藤対象者の属性（葛藤対象者との関係性，出会った経緯，会う

頻度），接近，分離の高低の組み合わせによる 4群の比較を行い，現代青年の葛藤認知，対人

葛藤場面において選択された葛藤対処方略と精神的回復力について検討・考察を行うことを目

的とする。具体的には，本研究では，対人葛藤場面の文脈において以下の仮説について検証を

行った。 

・仮説 1：接近高・分離高（A）群において，他の 3 群に比べ，統合スタイルと相互妥協スタ

イルを多く用いる傾向があり，精神的回復力は高い。 

・仮説 2：接近高・分離低（B）群と接近低・分離高（C）群において，対自的要因，対他的要

因の感じ方にばらつきがあり，自己志向性，他者志向性にばらつきが見られるため，5 スタイ

ルを満遍なく用いる傾向があり，接近低・分離低群よりも精神的回復力は高い。 

・仮説 3：接近低・分離低（D）群において，他の 3 群に比べ，回避スタイルを多く用いる傾

向があり，他の 3群に比べ精神的回復力は低い。 

 

第 2章 方法 

2.1 手続き 

桜美林大学研究活動倫理審査委員会の審査の後（承認番号：20052），首都圏の某私立大学

の学生を中心に大学生（18歳～29歳）を対象とし，オンライン上で Google フォームの URL

を提示し，無記名で回答を求めた。 

 

2.2 質問紙の構成 

①対人葛藤の対象設定；（1）友人との関係性，（2）友人と知り合った経緯，（3）友人と会

う頻度，②対人葛藤への認知傾向；山アラシ・ジレンマのパターン尺度（藤井；2001）接近 20

項目，回避 18項目，計 38項目，5件法），③対人葛藤対処方略；対人葛藤方略スタイル尺度

（加藤；2003）統合スタイル因子 4 項目，回避スタイル因子 4 項目，強制スタイル因子 4 項

目，自己譲歩スタイル因子 4 項目，相互妥協スタイル因子 4 項目，計 20 項目，5 件法），④
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精神的回復力；精神的回復力尺度（小塩・中島・金子・長峰；2002）新奇性追求 7項目，感情

調整 7 項目，肯定的な未来志向 7 項目，計 21 項目，5 件法），⑤人口統計的変数（フェイス

項目として年齢，所属，学年，性別） 

 

第 3章 結果と考察 

 学年，葛藤対象者の属性（葛藤対象者との関係性，出会った経緯，会う頻度）による比較に

おいて，現代青年の葛藤認知，対人葛藤場面における葛藤対処方略，精神的回復力について一

部差異が示された。しかし，それらの差異がどのような要因によってもたらされたのか，属性

による差異に関連する要因については，本調査で収集したデータからは十分に検討することが

できなかった。したがって，差異を生じるメカニズムの研究については，今後の課題である。 

性別による比較では，ヤマアラシ，接近，相手を傷つけることの回避，分離，自分が寂しい

思いをすることの回避，相手に寂しい思いをさせることの回避，統合，回避，自己譲歩，相互

妥協，初期欲求（接近）のいずれも女性の方が有意に高いことが示された。これらの結果から，

男性の相互理解を重視し互いを尊重する関係，女性の他者を入れない固い絆を持った閉鎖的な

関係（榎本，1999）や，男女それぞれの友人との関係性や性役割に関わる社会的な価値観（長

沼・落合，1998）が背景にあるのではないかと考えられる。 

 A群，B群，C群，D群の 4群間の比較における仮説の検証について，精神的回復力につい

てはいずれの群間でも有意差が見られなかったことから，仮説 1，仮説 2，仮説 3 のいずれの

仮説も支持されなかった。しかし，群間での対人葛藤対処方略の比較では，わずかながら有意

差が見られたことから対人葛藤への認知傾向が対人葛藤対処スタイルに影響を及ぼす可能性

が示唆された。 

今回の結果から，自分が関係を維持したいと考える同性の友人との対人葛藤については，ど

の方略を用いても精神的回復力との関連は認められず，葛藤の過程で統合，回避，強制，自己

譲歩，相互妥協の 5つの方略スタイルを臨機応変に使い分け，関係性を維持できる距離感を模

索することが望ましいだろう。 
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